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No.949月号

今月の内容今月の内容今月の内容

６次産業関連･･･････････････････････2～3Ｐ６次産業関連･･･････････････････････2～3Ｐ
敬老会････････････････････････････････4Ｐ敬老会････････････････････････････････4Ｐ
地域演劇祭････････････････････････････5Ｐ地域演劇祭････････････････････････････5Ｐ
町民劇場･･････････････････････････････6Ｐ町民劇場･･････････････････････････････6Ｐ
保育所運動会ほか･･････････････････････7Ｐ保育所運動会ほか･･････････････････････7Ｐ
町の話題･･･････････････････････････8～9Ｐ町の話題･･･････････････････････････8～9Ｐ
放射線量検査結果ほか･････････････････11Ｐ放射線量検査結果ほか･････････････････11Ｐ
地域レーダー･････････････････････････13Ｐ地域レーダー･････････････････････････13Ｐ
みんなのページ･･･････････････････････15Ｐみんなのページ･･･････････････････････15Ｐ
お知らせ･････････････････････････16～17Ｐお知らせ･････････････････････････16～17Ｐ

６次産業関連･･･････････････････････2～3Ｐ
敬老会････････････････････････････････4Ｐ
地域演劇祭････････････････････････････5Ｐ
町民劇場･･････････････････････････････6Ｐ
保育所運動会ほか･･････････････････････7Ｐ
町の話題･･･････････････････････････8～9Ｐ
放射線量検査結果ほか･････････････････11Ｐ
地域レーダー･････････････････････････13Ｐ
みんなのページ･･･････････････････････15Ｐ
お知らせ･････････････････････････16～17Ｐ

お母さんはやく、はやく！お母さんはやく、はやく！
　９月７日、町内の保育所、保育園で秋の運動会　９月７日、町内の保育所、保育園で秋の運動会
が行なわれました。が行なわれました。
　天候が心配されましたが、新町保育所では小雨　天候が心配されましたが、新町保育所では小雨
の中、外での運動会を決行。子ども達のがんばりの中、外での運動会を決行。子ども達のがんばり
に天気も味方したのか、徐々に天候も回復。子どに天気も味方したのか、徐々に天候も回復。子ど
も達は元気いっぱいで練習の成果を出していましも達は元気いっぱいで練習の成果を出していまし
た。（関連記事：７Ｐ）た。（関連記事：７Ｐ）

お母さんはやく、はやく！
　９月７日、町内の保育所、保育園で秋の運動会
が行なわれました。
　天候が心配されましたが、新町保育所では小雨
の中、外での運動会を決行。子ども達のがんばり
に天気も味方したのか、徐々に天候も回復。子ど
も達は元気いっぱいで練習の成果を出していまし
た。（関連記事：７Ｐ）



　

今
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
山

菜
の
栽
培
技
術
の
伝
承
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
以
前
は
山
取
り
が
主
流
だ
っ
た
山
菜
も
、

生
産
・
山
菜
の
栽
培
技
術
を
伝
承
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な
が
ら
販
路
を
拡
大
し
、
３
年
前
の
５
０
０

本
か
ら
今
年
度
は
40
倍
と
な
る
２
万
本
の
生

産
・
販
売
を
目
指
す
と
こ
ろ
ま
で
到
達
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
（
表
２
）

　

ま
た
、
地
元
の
資
源
を
活
用
し
て
新
た
な

取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
い
う
、
や
る
気
あ

る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
東
北
農
政
局
奥
州

地
域
セ
ン
タ
ー
や
県
南
広
域
振
興
局
と
い
っ

た
国
・
県
の
機
関
も
、
積
極
的
に
現
場
に
入

っ
て
応
援
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。
企

業
訪
問
や
制
度
説
明
会
を
通
じ
て
、
６
次
産

業
総
合
化
計
画
の
作
成
支
援
や
、
上
限
20
万

円
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
と
い
っ
た
制
度

支
援
に
よ
る
事
業
化
に
結
び
付
け
て
お
り
、

国
の
６
次
産
業
総
合
化
計
画
は
、
現
在
町
内

で
４
事
業
所
が
取
得
す
る
な
ど
（
県
内
で
は

３
番
目
の
取
得
件
数
）
、
今
後
も
新
た
な
事

業
者
に
よ
る
認
定
の
取
得
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
に
つ
い
て
も

今
年
度
は
11
団
体
が
事
業
承
認
を
受
け
、
地

域
づ
く
り
や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
も
撒
か

れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

３
月
に
は
こ
れ
ま
で
の
６
次
産
業
化
の
取

り
組
み
の
発
表
の
場
と
し
て
銀
河
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
「
６
次
産
業
で
未
来
を
拓
く
西
和

賀
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、

講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
理
解
を
深
め
、
西
和
賀
町
の
気
候
・
風

土
が
生
み
出
し
た
食
材
の
パ
ワ
ー
や
、
こ
れ

ら
を
活
用
し
て
み
ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
の

大
切
さ
を
確
認
し
な
が
ら
、
西
和
賀
町
の
地

域
資
源
に
自
信
を
持
つ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

盛
岡
市
内
の
飲
食
店
等
11
店
と
の
共
同
企

画
と
し
て
、
６
月
の
１
ヵ
月
間
「
西
わ
ら
び

食
っ
て
み
で
け
ろ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開

し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
西
和
賀

町
の
ブ
ラ
ン
ド
山
菜
「
西
わ
ら
び
」
を
盛
岡

市
内
の
飲
食
店
等
で
扱
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

盛
岡
圏
の
消
費
者
に
「
西
わ
ら
び
」
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
取
り
組
む
こ
と
で「
西

わ
ら
び
と
納
豆
の
か
き
揚
げ
」
と
い
っ
た
創

作
メ
ニ
ュ
ー
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

飲
食
店
か
ら
は
、
一
度
食
べ
た
人
が
二
度
三

度
注
文
す
る
な
ど
リ
ピ
ー
タ
ー
効
果
が
見
ら

れ
た
、
こ
だ
わ
り
の
食
材
「
西
わ
ら
び
」
と

し
て
メ
ニ
ュ
ー
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
、

と
評
価
も
高
く
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
繋
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
西
和
賀
町
の
特
産
品

に
対
す
る
評
価
は
、
大
根
の
一
本
漬
け
な
ど

他
の
食
材
の
取
引
に
繋
げ
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

販
売・盛
岡
で『
西
わ
ら
び
』キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（表１）
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本 大根の一本漬け販売推移
（表２）

な
が

本
か

産
・

こ
とま

取
り

６
次
産
業
で
未
来
を
拓
く

６
次
産
業
で
未
来
を
拓
く

６
次
産
業
で
未
来
を
拓
く

近
年
で
は
休
耕
田
を
活
用
し
た
平
地
栽
培
が

進
ん
で
お
り
、
栽
培
技
術
の
普
及
が
い
っ
そ

う
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
こ
う

し
た
栽
培
技
術
も
ひ
と
つ
の
資
源
と
捉
え
、

長
年
山
菜
栽
培
に
携
わ
っ
て
き
て
お
り
、
現

在
も
18
種
類
の
山
菜
を
栽
培
す
る
山
菜
栽
培

の
プ
ロ
小
田
島
薫
さ
ん
（
本
屋
敷
）
か
ら
技

術
指
導
を
受
け
な
が
ら
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

承
し
、
そ
の
技
術
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
栽
培
技
術
を
デ
ー

タ
化
す
る
こ
と
で
共
通
の
財
産
と
し
、
そ
れ

を
普
及
に
繋
げ
る
こ
と
で
山
菜
取
扱
量
の
増

加
や
、
取
扱
品
種
の
拡
大
な
ど
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
は
平
成
24
年
度
に
６
次
産
業
推
進
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
６
次
産
業
を
活
用
し
た
町

づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
「
西
わ
ら

び
」
や
「
大
根
の
一
本
漬
け
」
と
い
っ
た
西

和
賀
町
な
ら
で
は
の
気
候
風
土
に
よ
り
培
わ

れ
た
地
域
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
平
成
25
年
現
在
で
㈱
西
和

賀
産
業
公
社
の
西
わ
ら
び
の
出
荷
者
は
92
人
、

集
荷
量
は
11
ト
ン
に
及
ぶ
な
ど
、
順
調
に
取

扱
量
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
（
表
１
）
ま
た

「
大
根
の
一
本
漬
け
」
も
オ
ー
ナ
ー
制
度
を

採
用
す
る
こ
と
で
、
流
通
の
体
制
を
整
備
し

地
域
資
源
を
活
用
し
た
西
和
賀
型
６
次
産
業
の
取
り
組
み

今年３月に行なわれたシンポジウムでのパネルディスカッションの様子
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６次産業チャレンジ支援事業６次産業チャレンジ支援事業６次産業チャレンジ支援事業６次産業チャレンジ支援事業６次産業チャレンジ支援事業
　町は６次産業チャレンジ支援事業で事業者の取り組
みを支援しています。
　平成 24年度は７事業所が事業認定を受け取り組み
ました。今年度は次の 11事業所がエントリーし事業
を進めています。

伝統食に工夫を加えて新商品開発

　西和賀町内の人なら誰でも知っている「ビスケッ
トの天ぷら」、ご当地グルメとしてマスコミにもた
びたび取り上げられています。むつみ会ではチャレ
ンジ事業を活用し、バレンタインデーに合わせてビ
スケットの天ぷらにチョコレートを挟み込んだ新バ
ージョンを開発しました。パッケージも工夫して、
湯夢プラザの売店などで試験
販売したところ、新聞記事に
も取り上げられるなど話題に
もなりました。現在では更に
イチゴを挟みこんだバージョ
ンを開発するなど、商品のラ
インナップを増やしています。

①銀河の里沢内「西和賀産素材を使用した小袋化」
②猿橋営農管理組合「燻り製品開発事業」
③繋ぎの里づくり委員会「大根の一本漬けを活用
　した繋ぎの郷づくり」【事業継続】
④大野集落営農組合「味噌用手動カップシール機
　導入」
⑤味工房かたくり「西和賀の特産品を活用した新
　商品開発」
⑥菜の郷にしわが「地元農林産物を活用した新商
　品開発」【事業継続】
⑦里の恵「受け入れ態勢の整備に伴う販路拡大」
⑧むつみ会「新たな取組み共同商品の開発に伴う
　設備の導入」【事業継続】
⑨農＆結クラブ「休耕田を活用した野菜作りで新
　商品開発」【事業継続】
⑩ちゃい夢の会「西和賀産そば粉で商品開発」
⑪七内川特産品加工組合「町内商業観光施設と提
　携した冬期出荷向け加工飯場事業」

むつみ会

大根づくりで地域づくり

　繋ぎの郷づくり委員会は小繋沢地区の住民40世帯
により組織されています。地域で大根栽培に取り組
み、品評会を独自に行うなどしていましたが、加工
スペースが無いことから、生大根の販売に留まって
いました。そこで、チャレンジ事業を活用してプレ
ハブの加工場を整備し、漬け込みスペースを確保し
て大根の一本漬けの製造に乗り出し町内の旅館に販
売したところ「美味しい」と評価も上々、商品開発
と販路の開拓が一気に進みました。こうなると地域

繋ぎの郷づくり委員会

住民のやる気にも繋がり、
大根の生産にも更に力が
入ります。大根作りを通
じた６次産業化の取り組
みが、元気な地域づくり
にも繋がっています。

ワラビ乾燥機で効率アップ

　㈲　ハシバでは、自社で栽培したワラビを活用し
て乾燥ワラビの販売をスタートしました。ワラビの
乾燥方法は、天日干しと手もみの繰り返しにより行
っていましたが、乾燥機の導入により乾燥の時間が
大幅に短縮され、作業効率が大幅にアップしました。
残暑が長く続く年は天日のみでの乾燥も順調に行え
ますが、今年のような湿気の多い年は天日干しに時
間がかかるため、天候に左
右されない乾燥機の導入は
加工工程にとても役立って
います。
　乾燥ワラビは主に盛岡市
内の飲食店に販売されてお
り、今後も栽培面積の増加
や取引先の開拓により所得
の向上に繋がっています。

（有）ハシバ

県
南
広
域
振
興
局
経
営
企
画
部

　
　
　
　
　
　
　
主
任
主
査　

竹
花
光
弘

　

近
年
、
６
次
産
業
化
に
よ
る
地
域
振
興
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
、
県
、

市
町
村
、
そ
し
て
金
融
機
関
も
乗
り
出
し
、
６

次
産
業
化
の
支
援
制
度
づ
く
り
や
取
組
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
西
和
賀
町
は
昨
年
４
月
に
全

国
に
先
駆
け
「
西
和
賀
町
６
次
産
業
推
進
セ
ン

タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
町
か
ら
専
任
の

職
員
を
配
置
し
、
国
、
県
、
そ
し
て
民
間
企
業

の
参
画
も
得
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
西
和
賀
町

の
６
次
産
業
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
画
期
的
な

取
組
で
す
。

　

設
置
か
ら
ま
だ
１
年
半
で
す
が
、
「
西
わ
ら

び
」
や
「
大
根
の
一
本
漬
け
」
な
ど
、
地
域
資
源

と
、
気
候
風
土
、
文
化
、
人
材
を
巧
み
に
組
み

合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
が
連
日
新
聞
紙

上
を
賑
わ
し
、
国
や
自
治
体
か
ら
の
視
察
も
絶

え
間
な
い
な
ど
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

中
山
間
地
の
６
次
産
業
化
は
、
そ
こ
で
暮
ら

す
人
々
を
た
と
え
小
さ
な
舞
台
で
あ
っ
て
も
主

役
に
す
る
取
組
で
あ
る
べ
き
で
す
。
私
が
現
場

で
お
会
い
す
る
西
和
賀
町
の
高
齢
者
の
皆
様
は

と
て
も
元
気
で
、
そ
し
て
驚
く
ほ
ど
意
欲
的
で

す
。「
生
涯
現
役
で
仲
間
と
楽
し
く
働
け
る
町
」

こ
れ
は
で
き
そ
う
で
す
。
そ
の
次
は
、
「
子
育

て
し
な
が
ら
家
族
で
い
っ
し
ょ
に
働
け
る
町
」
、

そ
し
て
「
若
者
の
創
業
を
一
番
応
援
す
る
町
」

へ
、
小
さ
な
経
営
者
が
い
っ
ぱ
い
生
ま
れ
る
６

次
産
業
化
に
夢
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

１
０
０
人
を
雇
用
す
る
企
業
の
誘
致
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
１
０
０
人
の
小
さ
な

経
営
を
支
え
、
そ
の
生
き
方
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し

て
い
く
。
こ
れ
は
全
国
の
中
山
間
地
に
勇
気
を

与
え
る
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

特
別
寄
稿

６次産業取り組み

◆問い合わせ先／６次産業推進センター
　　　　　　　　☎81－1185（西和賀産業公社内）

中
山
間
地
に
勇
気
を
与
え
る

　
　
　
　

西
和
賀
町
の
６
次
産
業

平成24年度に取り組んだ事業
の中から3つを紹介します



会場別の75歳以上人数

地区名

貝　　　沢

若　　　畑

川　　　舟

長　瀬　野

泉　　　沢

弁　　　天

猿　　　橋

太　　　田

鍵　　　飯

前　　　郷

新　　　町

大　　　野

東　大　野

左　　　草

下　　　前

湯　　　田

清 水 ヶ 野

間　木　野

湯　　　本

計 男

該当者 左のうち

女 喜寿 米寿 90～99歳 100歳～

67

53

124

63

69

27

61

91

21

86

113

52

35

30

37

105

19

20

100

33

18

51

21

26

10

24

33

7

33

36

18

15

12

13

40

6

6

34

34

35

73

42

43

17

37

58

14

53

77

34

20

18

24

65

13

14

66

2

5

9

10

2

4

7

8

2

7

9

4

0

5

0

11

1

0

9

6

3

10

2

3

0

1

4

1

5

6

1

2

1

2

4

2

1

3

3

2

14

10

7

1

4

10

0

9

20

9

1

2

8

11

2

1

10

0

1

0

0

0

0

1

1

0

0

1

0

0

0

0

2

0

0

0

地区名

槻　　　沢

湯　之　沢

川 尻 一 区

川 尻 二 区

上 野 々 区

耳　　　取

草　井　沢

鷲　之　巣

湯　　　川

小　繋　沢

白　木　野

野　々　宿

越　中　畑

柳　　　沢

清　水　苑

ぶ な の 園

光　寿　苑

合　　　計

計 男

該当者 左のうち

女 喜寿 米寿 90～99歳 100歳～

37

44

69

93

88

41

11

9

32

31

43

28

27

26

0

47

48

1847

16

15

23

34

35

9

5

5

9

11

20

8

9

10

0

10

7

662

21

29

46

59

53

32

6

4

23

20

23

20

18

16

0

37

41

1185

2

2

1

5

7

2

1

3

2

3

3

2

1

0

0

0

0

129

1

0

1

4

6

2

0

0

1

1

2

1

2

5

0

6

4

93

3

10

9

16

9

7

1

1

4

4

5

2

2

3

0

20

22

242

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

2

10

（平成25年8月15日現在・保健福祉課調べ）

　

長
年
に
わ
た
り
家
族
や
地
域
を
支
え
て
き

た
お
年
よ
り
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
そ
の
長

寿
を
祝
う
敬
老
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
、
町

内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
８
月
25
日
に
行
わ
れ
た
長
瀬
野
、

猿
橋
地
区
を
は
じ
め
、
９
月
18
日
ま
で
に
、

高
齢
者
福
祉
施
設
を
含
む
町
内
32
の
会
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
、
祝
賀
会
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て

お
り
、
喜
寿
（
77
歳
）
と
米
寿
（
88
歳
）
、

そ
し
て
90
歳
以
上
の
人
に
は
町
か
ら
記
念
品

を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

町
が
補
助
対
象
と
し
て
い
る
昭
和
14
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
75
歳
以
上
の
人
は
、

男
性
が
６
６
２
人
、
女
性
が
１
１
８
５
人
で

合
計
１
８
４
７
人
。
こ
の
う
ち
喜
寿
の
人
が

１
２
９
人
、
米
寿
93
人
、
90
歳
か
ら
99
歳
の

人
が
２
４
２
人
、
１
０
０
歳
以
上
の
人
が
10

人
で
す
。
対
象
者
の
数
は
、
昨
年
に
比
べ
て

12
人
増
え
ま
し
た
。

越
え
、
果
て
し
な
い
行
動
力
と
創
造
力
を

持
っ
て
時
代
を
動
か
し
、
こ
う
し
て
後
世

の
私
た
ち
へ
と
命
を
つ
な
げ
て
く
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
ま
す
」
と
祝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
参
加
者
を
代
表
し
髙
橋
正
慶
さ

ん
が
「
人
生
を
振
返
っ
て
み
る
と
、
世
の

た
め
人
の
た
め
に
特
別
に
何
か
を
し
た
の

で
は
な
く
、
た
だ
一
つ
長
生
き
を
し
た
だ

け
。
こ
の
よ
う
な
席
を
設
け
て
い
た
だ
き

大
変
恐
縮
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
健
康

に
留
意
し
、
仲
間
と
共
に
励
ま
し
合
い
、

認
知
、
寝
た
き
り
、
介
護
に
な
ら
な
い
よ

う
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
老
後
を
送
っ
て
い
き

た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
今
年
で
50
周
年
を
迎
え

る
長
瀬
野
老
人
ク
ラ
ブ
の
記
念
行
事
と
し

て
、
せ
ん
だ
ん
保
育
所
年
長
組
の
遊
戯
や

歌
、
や
よ
い
会
や
井
上
一
子
社
中
な
ど
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

お互いの長寿を祝った長瀬野地区の祝賀会

長
年
に
わ
た
り
家
族
や
地
域
を
支
え
て
き

た
お
年
よ
り
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
そ
の
長

寿
を
祝
う
敬
老
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
、
町

越
え
、
果
て
し
な
い
行
動
力
と
創
造
力
を

持
っ
て
時
代
を
動
か
し
、
こ
う
し
て
後
世

の
私
た
ち
へ
と
命
を
つ
な
げ
て
く
れ
た
こ

各
地
区
で
長
寿
を
祝
う

各
地
区
で
長
寿
を
祝
う

　

長
瀬
野
地
区
で
は
、
８
月
25
日
に
長
瀬

野
会
館
で
敬
老
者
祝
賀
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
同
地
区
の
祝
賀
会
は
、
例
年
、
町

の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、

該
当
者
お
よ
び
関
係
者
約
60
人
が
出
席
し
、

お
互
い
の
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

細
井
町
長
か
ら
は
「
み
な
さ
ん
が
歩
ん

で
き
た
人
生
に
思
い
を
馳
せ
る
と
、
私
ど

も
に
は
想
像
も
及
ば
な
い
よ
う
な
ご
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
並
々
な
ら
ぬ
生

命
力
と
精
神
力
を
持
っ
て
そ
れ
ら
を
乗
り

長
瀬
野
地
区
で
も
盛
大
に

長
瀬
野
地
区
で
も
盛
大
に

平
成
2525
年
度
敬
老
会

年
度
敬
老
会
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平
成
25
年
度
敬
老
会

長
瀬
野
地
区
で
も
盛
大
に



　

９
月
７
日
と
８
日
の
２
日
間
、
西
和
賀
町

文
化
創
造
館
銀
河
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
第
21

回
銀
河
ホ
ー
ル
地
域
演
劇
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
演
劇
祭
は
、
平
成
５
年
の
第
８
回
国

民
文
化
祭
い
わ
て
93
民
話
劇
部
門
の
会
場
に
、

同
年
に
完
成
し
た
銀
河
ホ
ー
ル
が
選
ば
れ
た

こ
と
が
始
ま
り
で
、
そ
れ
以
来
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
域
演
劇
祭
へ
の
出
演
団
体
は
、
こ
の
間

で
70
団
体
以
上
（
地
元
劇
団
の
ぶ
ど
う
座
・

シ
ニ
ア
劇
団
を
除
く
）
に
及
び
、
県
内
外
で

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体
が

数
多
く
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
青
森
県
青
森
市
の
「
渡
辺
源
四

郎
商
店
」
、
地
元
西
和
賀
町
の
「
劇
団
ぶ
ど

う
座
」
と
盛
岡
市
の
「
劇
団
結
」
の
ほ
か
、

町
や
北
上
市
、
横
手
市
在
住
者
な
ど
に
よ
る

シ
ニ
ア
劇
団
「
松
ぼ
っ
く
り
」
も
出
演
、
幕

間
に
は
陸
前
高
田
市
の
人
形
劇
グ
ル
ー
プ「
ポ

レ
ポ
レ
」
全
５
団
体
に
よ
る
演
劇
が
上
演
さ

れ
、
両
日
と
も
銀
河
ホ
ー
ル
は
多
く
の
来
場

者
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
会
に
先
が
け
、
こ
れ
ま
で
銀
河

ホ
ー
ル
地
域
演
劇
祭
で
上
演
さ
れ
た
中
か
ら
、

特
に
す
ぐ
れ
た
作
品
を
表
彰
す
る
「
銀
河
ホ

ー
ル
地
域
演
劇
賞
」
の
表
彰
式
も
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
第
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
第
16

回
地
域
演
劇
祭
で
上
演
さ
れ
た
、
青
森
県
弘

前
市
の
「
劇
団
弘
演
」
（
秋
本
博
子
代
表
）

の
「
つ
ゆ
の
ひ
ぬ
ま
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

劇
団
を
代
表
し
て
表
彰
式
に
出
席
し
た
作
間

し
の
ぶ
さ
ん
に
、
実
行
委
員
会
長
の
細
井
町

長
か
ら
記
念
の
盾
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

作
間
さ
ん
は
「
こ
の
作
品
は
舞
台
装
置
が
す

ご
か
っ
た
の
で
、
作
業
は
徹
夜
だ
っ
た
。
銀

河
ホ
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
が
『
何

時
ま
で
で
も
お
手
伝
い
し
ま
す
よ
』
と
い
う

言
葉
に
甘
え
て
し
ま
っ
た
。
お
か
げ
で
銀
河

ホ
ー
ル
と
い
う
す
ば
ら
し
い
空
間
で
と
て
も

心
地
よ
く
演
技
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
色

々
な
作
品
を
見
て
き
た
み
な
さ
ん
か
ら
選
ん

で
も
ら
っ
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
、
劇
団

創
立
50
周
年
の
記
念
の
年
に
受
賞
で
き
た
こ

と
は
ご
褒
美
を
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
持
ち
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
演
劇
を
届
け

て
い
き
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

劇団を主宰する川村光夫氏が昭和40年に発表した作品
「めくらぶんど」の続編。幽霊になって登場する人が
２人に増えるなど、人口が減り元気がなくなるのでは
なく、ともに笑って辛さを乗り越えて行こうという気
持ちが込められた作品。

劇団ぶどう座
「僻村日記（二）『すももの木』」

大正11年に発表され、翌年の３月帝劇で上演。どんな
人間でも、他郷に離れていっても気遣うのは父母のこ
と。そして、子の成長と成功を信じて疑わない親。親
子愛を描いた不朽の名作。

劇作家・演出家の畑澤聖悟氏の筆による青森県で歴史
的人気ラジオドラマ「県立戦隊アオモレンジャー」を
モチーフに家族愛を描くレパートリー。

渡辺源四郎商店（青森県青森市）
「みなぎる血潮はらっせらー」

劇団結
「 息 　 子 」

3.11の大津波で稽古場を流され、大切な仲間も失って
しまいました。立ち直るのは容易ではありませんでし
たが、お客様に励まされながら舞台に立てる喜びをか
みしめながら上演しています。昔話を題材に、手作り
の人形や道具、オリジナルの脚本で公演活動を展開。

人形劇グループ「ポレポレ」（陸前高田市）
「 三 枚 の お ふ だ 」

昔懐かしの唱歌などの替え歌が挿入された楽しい歌入
芝居。３市町から集まったみなさんの個性あふれる演
技が魅了。

シニア劇団松ぼっくり
「 唄 う 平 成 お 宮 の 松 」
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第21回銀河ホール地域演劇祭
地域演劇賞は「劇団弘演」（青森県）が受賞

「シニア劇団松ぼっくり」
町内出演者紹介（敬称略）

佐藤　　武（新町・座長）
小林　良一（湯　本）
高橋　定雄（川　舟）
高橋　重三（川　尻）
高鷹ミヤ子（湯　川）
高橋　セツ（小繋沢）
千田　フミ（上野々）
高橋　テツ（湯　川）
佐々木繁子（前　郷）



全体会での発表の様子
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「
西
和
賀
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
物
語
第
二
章
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
制
作
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
月
1
日
、
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
ホ
ー
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
み
ん
な
で
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
っ
き
り
語
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
に
は
、
新
し
く
組
織
さ
れ
た

に
し
わ
が
町
民
劇
場
実
行
委
員
会
（
刈
田
敏

委
員
長
・
新
町
）
委
員
を
は
じ
め
、
婦
人
連

絡
協
議
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
芸
能
団
体
、
西

和
賀
高
校
生
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
で
刈
田
委
員
長
は
「
今
日
の
語
ろ

う
会
で
出
た
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
聞
き
、

考
え
て
い
く
中
で
、
一
人
ひ
と
り
が
何
か
ひ

と
つ
で
も
実
に
な
る
も
の
に
し
て
欲
し
い
。

2
回
目
と
な
る
と
町
民
の
み
な
さ
ん
の
見
る

目
も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。
夢
語
り
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
が
何
を
で
き
る
か
考
え
な

が
ら
、
す
ば
ら
し
い
町
物
語
の
第
二
章
を
作

っ
て
い
こ
う
」
と
意
欲
を
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
明
日
を
ひ
ら
く
西
和
賀
の

産
業（
仕
事
）」「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
西
和

賀
の
医
療
・
福
祉
」「
西
和
賀
の
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
」
の
3
つ
の
テ
ー
マ
で
6

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行
な
い

ま
し
た
。
今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
前
作
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
課
題
、
そ
し
て
新
た
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
解
決
策
ま
で
を
模
索

す
る
こ
と
と
し
、
よ
り
具
体
的
な
話
し
合
い

に
な
り
ま
し
た
。
会
の
最
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
意
見
の
発

表
会
も
行
な
わ
れ
、
参
加
者
全
員
で
出
さ
れ

　

昨
年
の
11
月
に
行
な
わ
れ
た
、
に
し
わ
が

町
民
劇
場
「
西
和
賀
・
町
物
語
」
上
演
か
ら

約
1
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
会

（
委
員
長
・
細
井
町
長
・
当
時
）が
中
心
と
な

り
、
語
る
会
を
開
催
。
町
の
現
状
を
認
識
し
、

課
題
を
掘
り
起
こ
し
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
、

延
べ
6
5
0
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
「
西
和

賀
・
町
物
語
」。
町
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
、

改
善
し
て
い
こ
う
と
す
る
内
容
に
多
く
の
人

に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
は
、来
年
度
に
「
西
和
賀
・
町
物
語
第
二

章
」
の
上
演
を
目
標
に
し
て
お
り
、前
作
に

引
き
続
き
、町
民
の
意
見
を
聞
き
、そ
の
意
見

の
中
か
ら
出
た
町
の
課
題
や
将
来
像
を
演
劇

の
内
容
に
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
内
容
の
確
認
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
内
容
を

受
け
、
前
作
で
脚
本
を
書
い
た
劇
作
・
演
出

家
の
大
峰
順
二
さ
ん
か
ら
は
「
み
ん
な
が
集

ま
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
す
と
い
う

こ
と
は
大
事
な
こ
と
。
こ
の
話
を
参
考
に
し

な
が
ら
第
二
章
を
書
き
、
も
う
一
度
舞
台
に

載
せ
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
た
い
。
今
、

私
の
中
で
は
『
西
和
賀
音
頭
』
を
作
っ
て
は

ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。
地
域
に
こ
れ
だ
け

の
個
性
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
や
伝
統

が
あ
る
が
、
そ
の
域
を
越
え
て
町
全
体
で
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
唄
っ
て
踊
れ
る
も
の
が
、

こ
の
民
謡
の
里
に
あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
」

と
次
回
作
へ
期
待
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
西
和
賀
・
町
物
語
第
二
章
」
に
向
け　

　
　
　

  

み
ん
な
で
思
い
っ
き
り
語
ろ
う
会
開
催

刈田敏実行委員長

昨年11月に上演された 「西和賀・町物語」 の1シーン

テーマごとに分かれての意見交換の様子

西和賀の地域コミュニティ活性化西和賀の地域コミュニティ活性化

安心して暮らせる西和賀の医療・福祉安心して暮らせる西和賀の医療・福祉

明日をひらく西和賀の産業（仕事）明日をひらく西和賀の産業（仕事）

西和賀の地域コミュニティ活性化

安心して暮らせる西和賀の医療・福祉

明日をひらく西和賀の産業（仕事）
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湯
本
保
育
園
、
新
町
、
せ
ん
だ
ん
、
川
舟
の
各
保
育
所
は
9
月
7
日
に
、
川
尻
保
育
園
で
は

9
月
14
日
に
そ
れ
ぞ
れ
秋
の
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
ご
と
の
踊
り
や
チ
ャ
ン
ス
レ
ー
ス
、
紅
白
に
分
か
れ
て
の
リ
レ
ー
や
玉
入
れ
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
小
さ
い
ク
ラ
ス
で
は
、
観
客
の
声
援
に
圧

倒
さ
れ
泣
い
て
し
ま
う
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
が
ん
ば
る
姿
に
保
護
者

や
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

湯
本
保
育
園
で
は
、
雨
に
よ
り
湯
田
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
開
会
と
な
り

ま
し
た
。
徒
競
争
や
祖
父
母
と
の
大
玉
こ
ろ

が
し
、
お
遊
戯
な
ど
大
勢
の
観
客
か
ら
大
き

な
声
援
を
浴
び
な
が
ら
元
気
に
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。「
ニ
シ
ワ
ガ
ー
」
も
応
援
に
か
け

つ
け
子
ど
も
達
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

新
町
保
育
所
で
は
、
雨
が
心
配
さ
れ
る
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
園
庭
で
行
な
い
ま
し
た
。

初
め
は
、
雨
で
傘
や
テ
ン
ト
を
立
て
る
な
ど

し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
天
候
も
回
復
し

予
定
通
り
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど

の
種
目
で
も
子
ど
も
達
の
元
気
な
姿
や
歓
声

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

〈
湯
本
保
育
園
〉

〈
新
町
保
育
所
〉

「ニシワガー」 の登場で力がみなぎります

老人クラブのみなさんと一緒にスタート

た
く
ま
し
く
育
て
町
の
宝
・
成
長
の
証
に

ス
イ
ー
ト
ベ
イ
ビ
ー（
記
念
品
贈
呈
）に
つ
い

て
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
☎
82
3
2
8
1

　

町
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
祝
い
、
健
や
か
な
成
長
を
祈
念
し
て
足
形
や
名
前
、
生
年
月
日

な
ど
が
彫
り
込
ん
だ
ガ
ラ
ス
の
写
真
立
て
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
贈
呈
さ
れ
た
３
人
の
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
9
月
18
日
現
在
）

小　林　愛　和ちゃん
（武史さん・智美さん／槻沢）

あいり

大　島　陽夏乃ちゃん
（浩輝さん・広美さん／大野）

ひなの

新　田　　　樹ちゃん
（豊さん・ゆかりさん／両沢）

いつき
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町
は
、
中
小
企
業
者
、
個
人
事
業
者
の
新

し
い
事
業
活
動
に
必
要
と
な
る
経
費
を
助
成

す
る
、「
新
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
」

事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
新
製
品
や
新
商
品
、
新
技

術
等
の
開
発
を
行
な
う
「
研
究
開
発
事
業
」、

新
製
品
等
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
や
展
示
会
の

参
加
、
商
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
等
を
行

な
う
「
販
売
促
進
事
業
」、
特
許
や
実
用
新

案
、
商
標
の
知
的
財
産
権
の
取
得
に
取
り
組

む
「
知
的
財
産
権
等
取
得
事
業
」
の
3
事
業

を
対
象
に
補
助
を
行
な
い
、
新
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
も
の
で
す
。

　

全
町
へ
公
募
を
行
な
っ
た
結
果
、
研
究
開

発
事
業
へ
１
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
8

月
23
日
に
、
細
井
町
長
、
髙
橋
繁
廣
西
和
賀

商
工
会
長
が
事
業
の
審
査
を
行
な
い
、
そ
の

結
果
、
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
株
式
会
社（
大
沓
）が

申
請
し
た
研
究
開
発
事
業
へ
の
補
助
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

補
助
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
／

　
　
　
　
　

観
光
商
工
課　

☎
82
3
2
9
0

＜補助事業の概要＞
①申請者　サンタランド株式会社
　　　　　（西和賀町大沓36-42-1）
②種　別　研究開発事業
③希望額　100万円（事業費　112万1千円）
④テーマ　「まだ見ぬ夢を現実に!」
⑤事業目的
　・商品開発におけるラベル包装等の自主企画、自主
　　作成の実現
　・町マスコットキャラクター 「カタクリンコちゃん」
　　商品の開発
⑥事業内容
　　2機種の設備機材を導入し、自社での企画製作機
　能を強化することにより、事業目的とする商品開発
　能力の向上を実現、オリジナル商品の開発に結び付
　け、業務の効率化と経営の健全化を図ろうとするも
　のです。
　　具体的には、設備機材 「ラベルプリンター」 を導
　入、自社でラベル等を作成することにより、新商品
　サンプルや小ロット、イベント企画商品等の作成を
　容易にするなど、新商品開発の機会拡大・短期化と
　多様なニーズへの対応を可能とします。
　　また、町内企業とのコラボ事業の第2弾として、
　主に時計部品を製造している北上宝飾株式会社（泉
　沢）へポンセン焼型作成の特殊加工を委託し、西和
　賀町マスコットキャラクター 「カタクリンコちゃん」
　をかたどったオリジナル商品の企画開発を実施し、
　「カタクリンコちゃん」 の商品化を目指します。

　9月10日、銀河ホールで 「認知症を理解する講演会」
が行なわれました。
　講演会には、介護サポーターやほのぼの学園生、老人
クラブなどから約230人が参加。講演では、ＩＢＣ岩
手放送アナウンサーの大塚富夫さんが 「ささやかな体験
から…」 と題し、自身の母親が認知症であり、日々の生
活や介護に苦慮した経験を笑いを交えて話したほか、接
し方に悩んでいたときに出会い、これまでの考えが一変
したという 「手紙」 という詩の朗読などを行ないました。
また、グループホーム笹の木の認知症ケア専門士真嶋初
枝さん（上野々）が、音楽とふれあうことで変化していっ
た入所者の日々の生活などについて報告しました。

認知症について考える
　　　　　大塚富夫さんらが講演

協働のまちづくり推進に向け
　　　計画策定委員会が設置されました
　8月29日、町住民協働推進計画策定委員会が設置され、
第1回会議が沢内庁舎で開催されました。同委員会は、
平成23年度に制定されたまちづくり基本条例に基づき制
定する計画について検討するための組織で、自治活動な
どの経験を持つ町民のほか、学識経験者、町議会議員な
どで構成されています。
　第1回会議には、8人の委員のうち7人が出席し、高
橋智副町長から委嘱状が交付された後、今後の進め方な
どに関し意見交換しました。
　今年度は、今後4回程度の会議を開催する予定で、26年
度中の計画策定を目指し活動していくこととしています。

自身の体験を話す大塚さん

町住民協働推進計画策定委員会の様子

平
成
25
年
度
西
和
賀
町
新
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

補
助
対
象
事
業
が
決
定
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　8月28日、沢内バーデンで盛岡横手線道路整備促進
期成同盟会（会長・細井町長）の25年度総会が行われ、
道路整備促進のための予算確保要望活動などが盛り込ま
れた本年度事業がすべて承認されました。
　同会は、盛岡市を起点として横手市に至る主要地方道
の整備を促し、国道昇格のための運動を推進するため、
盛岡市、横手市、雫石町など関係5市町村の自治体と議
会などで構成されています。
　今年度、町内の主な事業としては、昨年に引き続き若
畑地区八ツ又の道路整備（花巻土木センター管轄）や湯本
大橋の橋梁補修（北上土木センター管轄）などが行なわ
れる予定です。

岩手と秋田が連携し主要地方道整備
盛岡横手線道路整備促進期成同盟総会

自然と文化を活かした体験ツアーを
町グリーン・ツーリズム協議会で学習会
　西和賀町グリーン・ツーリズム協議会（中村キミイ会長・
両沢）は8月26日、花巻農協西和賀地域営農センターで受
け入れなどについて学ぶ勉強会を行ないました。
　学習会には、受け入れ農家や農協、商工会関係者など
約30人が参加。グリーン・ツーリズムの先進的な取り組
みを行なっている秋田県のＮＰＯ法人・田沢湖ふるさと
ふれあい協議会の田口久義代表理事から 「日本における
グリーン・ツーリズムの発生から現在まで」 と題した講
演が行なわれました。田口氏は、田沢湖スキー学校校長
などを歴任しており、その時にスキー修学旅行の受け入
れを始めました。次第に農業体験を伴う修学旅行を受け
入れ始め、ＮＰＯ法人を設立。そこにたどりつくまでの
経緯などについて講演しました。
　同学習会は全5回で行われ、町独自の受け入れスタイ
ルの確立を図っていきます。

　町統計調査員協議会（照井重光会長・長瀬野）では、統計に対する認識を深めるため、統計グラフコンクールを実施
しました。
　応募された作品を審査の結果、以下の作品が入賞しました。入賞された生徒には、学校を通じて賞状と記念品が贈ら
れました。なお、入賞作品については、岩手県統計グラフコンクールに出品するほか、町芸術文化祭で展示を予定して
います。

町の人口減少問題を取り上げ、税収、生
徒や赤ちゃん出生の推移をグラフ化した
作品

西和賀高校の生徒数推移について取り上
げ、町外生徒の出身校や町内中学校生徒
の推移をグラフ化した作品

「西わらび」をはじめ町で採れる山菜を取
り上げ、各種資料データを活用した作品

＜高等学校以上の生徒、及び一般の部＞＜中学校の生徒の部＞

◆問い合わせ先／総務課　☎82‒3281

協議会長賞
「西和賀高校の未来を考える」
　西和賀高等学校2年　菊　地　麻　衣
　　　　　　　　　　　菊　地　優　里

協議会長賞
「ＳＯＳ西和賀町」
　湯田中学校1年　南　川　陸　登

西和賀町長賞
「山菜食ってげ　西和賀の」
　沢内中学校3年　佐々木　瑠　華
　　　　　　　　　三　浦　葵　衣
　　　　　　　　　泉　川　みずき

る　か

あおい

りくと ま　い

ゆ　り

25年度事業について協議されました

先進地事例を学んだ学習会

町統計調査員協議会（照井重光会長・長瀬野）では 統計に対する認識を深めるため

統計グラフコンクール入賞作品
め 統計グラフコンクールを実施ため

西和賀町統計調査員協議会西和賀町統計調査員協議会統計グラフコンクール入賞作品 西和賀町統計調査員協議会
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税
務
会
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

軽
自
動
車
税
対
象
の
小
型
特
殊
自
動
車
に
つ

い
て
ご
案
内
を
送
付
致
し
ま
す
。

　

乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ

イ
ン
、
田
植
機
な
ど
の
農
耕
作
業
車
や
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
な
ど

の
建
設
機
械
は
、
大
き
さ
や
最
高
速
度
に
よ

り
小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
し
軽
自
動
車
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
公
道
を
走
行
し
な
く
て
も
ナ
ン
バ
ー

の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ナ
ン

バ
ー
を
着
け
ず
ト
ラ
ク
タ
ー
等
を
運
転
し
て

い
る
人
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
装
着
し
軽
自

動
車
税
を
納
税
さ
れ
て
い
る
方
々
と
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
、
農
業
や
建
設
業
を
営
ん
で

い
る
人
及
び
農
業
法
人
並
び
に
建
設
業
法
人

に
対
し
、
小
型
特
殊
自
動
車
ナ
ン
バ
ー
装
着

に
つ
い
て
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
す
で
に

ナ
ン
バ
ー
登
録
を
さ
れ
て
い
る
人
に
も
送
付

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
会
計
課

　
　
　
　

☎
82
―
3
2
8
2
・
3
2
8
3

※

納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は

　

９
月
30
日
㈪
で
す
。

今
月
納
め
て
い
た
だ
く

　
　
　
　
　

 

税
金
と
納
期
限

国
民
健
康
保
険
税　

３
期

介
護
保
険
料　

３
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

３
期

農
業
、
営
業
、
不
動
産
所
得
の
あ
る
白
色
申

告
の
み
な
さ
ん
へ
（
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら

せ
）

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿
等
の
保

存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

○
対
象
と
な
る
人

　

事
業
所
得
（
農
業
、
営
業
）
、
不
動
産
所

得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行

う
全
て
の
人
で
す
。※

所
得
税
の
申
告
が
必

要
な
い
方
も
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
記
帳
す
る
内
容

　

売
り
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ
や

経
費
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
帳
簿
に
記
載

し
ま
す
。

　

記
帳
に
当
た
っ
て
は
、
一
つ
一
つ
の
取
引

ご
と
で
は
な
く
日
々
の
合
計
金
額
を
ま
と
め

て
記
載
す
る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で
記
載
し

て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
帳
簿
の
保
存

　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た
帳
簿

の
ほ
か
、
取
引
に
伴
っ
て
作
成
し
た
帳
簿
や

受
け
取
っ
た
請
求
書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類

を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
の
保
存
制
度
の
詳
細
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.g

o,jp

）
の
「
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
人

の
帳
簿
の
記
載
・
記
録
の
保
存
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
花
巻
税
務
署
（
☎
０

１
９
８
―
２
３
―
３
３
４
１
）
へ
お
電
話
い

た
だ
き
、
自
動
音
声
に
し
た
が
っ
て
「
２
」

を
選
択
後
、
所
得
税
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
所
有
し
て
い

る
小
型
特
殊
自
動
車
全
て
に
ナ
ン
バ
ー
が
つ

い
て
い
る
か
を
再
度
確
認
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
趣
旨
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

お
手
元
に
ご
案
内
が
届
い
た
際
に
は
、
所

有
し
て
い
る
ト
ラ
ク
タ
ー
等
が
小
型
特
殊
自

動
車
に
該
当
す
る
の
か
、
ナ
ン
バ
ー
が
つ
い

て
い
る
の
か
を
確
認
し
、
つ
い
て
い
な
い
場

合
は
速
や
か
に
税
務
会
計
課
ま
た
は
町
民
課

窓
口
で
ナ
ン
バ
ー
交
付
の
手
続
き
を
行
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
小
型
特
殊
自
動
車
の

詳
し
い
条
件
等
は
案
内
に
同
封
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

送
付
時
期　

平
成
25
年
10
月
上
旬

申
請
期
限　

平
成
25
年
11
月
29
日
（
金
）

【帳簿書類の保存期間】

保存が必要なもの

収入金額や必要経費を記
載した帳簿（法定帳簿）

業務に関して作成した上
記以外の帳簿（任意帳簿）

決算に関して作成した棚
卸表その他の書類
業務に関して作成し、または
受領した請求書、納品書、送
り状、領収書などの書類

保存
期間

５年書類

帳簿
７年

５年

【小中学校・保育所（園）での放射線量測定結果】

※10秒ごとに６回測定していますが値はその
　平均値です。

（単位・マイクロシーベルト／時）

（9月19日現在）

川 舟 保 育 所
せんだん保育所
新 町 保 育 所
湯 本 保 育 園
川 尻 保 育 園
沢 内 小 学 校
湯 田 小 学 校
沢 内 中 学 校
湯 田 中 学 校

測定地点
（校庭、園庭中央部） 地上1m地上50㎝

0.036 
0.047 
0.049 
0.033 
0.042 
0.023 
0.055 
0.045 
0.019 

0.040 
0.051 
0.055 
0.050 
0.051 
0.031 
0.048 
0.037 
0.015 

9月6日㈮

※測定した結果は、文部科学省・厚生労働省
　による「避難区域等の外の地域の学校等の
　校舎・校庭等の利用判断に係る暫定的考え
　方」に基づく屋外活動の制限の指標である
　3.8μSv（マイクロシーベルト）／時を下
　回っています。

食品中の放射性物質検査結果
　西和賀町などが実施した食品中の放射性物質検査の結果を
お知らせします。
　食品中の放射性セシウム検査の結果、国の定める一般食品
の基準値100Bｑ/㎏を超える山菜等はありませんでした。

食品中の放射性セシウム検査結果
測定方法：シンチレーションスペクトロメーターによる

＊No.1、2…検査機関は町。測定機器はシンチレーションスペクトロメーター
＊No.3…検査機関は県農業研究センター。測定機器はゲルマニウム半導体検出器
※１　測定結果は、セシウム134とセシウム137を合算したものです。
※２　｢不検出｣とは、測定下限値を超えて検出しなかったことを表します。
注意１　試料質量が少ない場合、測定下限値は大きな値になります。

1
2
3

7/18
7/18
8/26

7/19
7/19
8/27

ブルーベリー
ニンニク

トンビマイタケ

長瀬野
長瀬野
左草

№ 採取日 検査日 品　　目 採取地
放射性セシウム

測定結果（※１）
（ベクレル/㎏）

不検出(<18)（※注２）
不検出(<18)
不検出(<16)
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建設現場風景（９月６日撮影）

石川清先生

新
病
院
建
設
進
捗
状
況

　

今
月
よ
り
機
械
棟
の
工
事
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
８
月
中
に
行
な
っ
た
主
な
工
事
と
今

後
行
な
わ
れ
る
主
要
工
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
８
月
に
行
な
っ
た
主
要
工
程
】（
主
要
工
事
）

〈
病
院
棟
〉

　

（
１
工
区
）
基
礎
ベ
ー
ス
鉄
筋
、
型
枠
、

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事 

 
 

　

（
２
工
区
）
基
礎
掘
削
工
事
・
基
礎
ベ
ー

　

ス
鉄
筋
、
型
枠
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

　

（
３
工
区
）
基
礎
掘
削
工
事
・
基
礎
ベ
ー

　

ス
鉄
筋
、
型
枠
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

〈
機
械
棟
〉
基
礎
掘
削

【
今
後
の
主
な
工
事
予
定
】
（
主
要
工
事
）

〈
病
院
棟
〉

　

（
１
工
区
）
基
礎
地
中
梁
鉄
筋
、
型
枠
、

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
・
１
階
床
鉄
筋
、
型

　

枠
工
事

　

（
２
工
区
）
基
礎
ベ
ー
ス
鉄
筋
、
型
枠
、

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
・
基
礎
地
中
梁
鉄
筋
、

　

型
枠
工
事

　

（
３
工
区
）
基
礎
ベ
ー
ス
鉄
筋
、
型
枠
、

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
・
基
礎
地
中
梁
鉄
筋
、

　

型
枠
工
事

〈
機
械
棟
〉
基
礎
ベ
ー
ス
鉄
筋
、
型
枠
、
コ

　

ン
ク
リ
ー
ト
工
事

　

今
後
、
常
勤
医
師
は
須
原
誠
先
生
だ
け
に

な
り
ま
す
が
、
他
病
院
の
先
生
方
の
応
援
に

よ
り
診
療
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
町
民
の

皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、

ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

診
療
、
応
援
診
療
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
広

報
に
し
わ
が
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

８
月
31
日
を
も
っ
て
石
川
清
先
生
が

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
先
生
は
、
平
成
20
年
７
月
１
日

に
副
院
長
と
し
て
着
任
。
平
成
23
年
１

月
１
日
か
ら
は
院
長
職
務
代
理
者
を
兼

務
し
、
沢
内
病
院
に
は
５
年
２
ヵ
月
の

間
勤
務
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
川
先
生
に
は
、
日
々
の
診
療
の
ほ

か
、
夜
間
や
休
日
の
急
患
対
応
、
人
工

透
析
な
ど
昼
夜
問
わ
ず
診
療
に
従
事
い

た
だ
き
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

こ
の
度
町
で
は
、
滞
納
者
か
ら
差
押
え

た
財
産
を
公
売
し
ま
す
（
不
動
産
・
動
産

の
一
括
公
売
）
。

　

入
札
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、

公
売
物
件
の
詳
細
や
公
売
の
参
加
時
に
持

参
す
る
も
の
な
ど
、
詳
し
く
は
税
務
会
計

課
収
納
グ
ル
ー
プ
ま
で
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

公
売
日
時　

平
成
25
年
10
月
16
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
開
始

公
売
会
場　

西
和
賀
町
役
場
湯
田
庁
舎

公
売
方
法　

期
日
入
札

公
売
物
件　

左
表
の
と
お
り

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
会
計
課　

収
納
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　

 　

☎
82
―
3
2
8
3

■
公
売
参
加
に
当
た
っ
て
の
注
意

・
公
売
前
に
滞
納
町
税
が
完
納
さ
れ
た
場

　

合
は
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

・
公
売
に
は
公
売
保
証
金
を
納
付
し
た
後

　

で
な
け
れ
ば
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

・
今
回
の
公
売
は
多
数
の
物
件
を
一
括
公

　

売
す
る
た
め
参
加
に
当
た
っ
て
は
そ
の

　

詳
細
に
つ
い
て
税
務
会
計
課
に
必
ず
確

　

認
の
上
で
参
加
し
て
下
さ
い
。

不動産21筆(土地17筆・建物４筆、建物内に
保管されている動産989点)

①間木野24地割195番地36
　他、宅地５筆、合計地積12,394.64㎡
②間木野24地割195番地69
　他、山林７筆、合計地積175,024㎡
③間木野24地割195番地60
　他、鉱泉地３筆、合計地積79.31㎡
④間木野24地割195番地66
　公衆用道路１筆、合計地積934㎡
⑤間木野24地割195番地37
　雑種地１筆、合計地積3,349㎡
⑥間木野24地割195番地36
　他、建物（旅館・倉庫等４棟）、
　合計延床面積5,208.06㎡
⑦建物内に保管されている動産
　989点

見 積 価 格　7,264,000円
公売保証金　　726,400円

公 売 物 件

※今回はこれらを一括した公売となります。
　地番ごとの売却、動産ごとの売却はしません。
※地目及び地積はいずれも登記簿上のものです。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

沢
内
病
院　

☎
85
―
3
１
3
１

「
公
売
」
を
行
い
ま
す
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『
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
』

 

に
対
す
る
避
難
、
警
戒
に
つ
い
て

　

近
年
、
局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
洪
水

に
よ
る
災
害
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

短
時
間
で
の
豪
雨
に
よ
り
、
避
難
す
る

間
も
な
く
、
洪
水
や
傾
斜
地
の
土
石
流
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
本
町
に
お

い
て
も
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
大
雨
が
降
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

町
と
北
上
消
防
組
合
で
は
、
危
険
が
迫
っ

た
場
合
に
町
内
の
巡
回
や
必
要
に
応
じ
て

避
難
勧
告
ま
た
は
避
難
指
示
を
出
し
ま
す

が
、
気
象
庁
か
ら
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ

た
場
合
や
身
の
危
険
を
感
じ
た
場
合
は
、

自
ら
の
判
断
で
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

避
難
の
ポ
イ
ン
ト

・
事
前
に
安
全
な
避
難
場
所
を
確
認
し

　

て
お
く

・
す
で
に
道
路
が
冠
水
し
て
い
る
場
合

　

は
、
自
宅
の
２
階
へ
避
難
す
る

・
自
宅
か
ら
の
避
難
が
困
難
で
土
砂
崩

　

れ
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
２
階
の

　

山
か
ら
遠
い
部
屋
に
避
難
す
る

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
災
害
情
報

　

を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る

・
「
ま
だ
大
丈
夫
」
「
あ
と
も
う
少
し
」

　

な
ど
と
思
わ
ず
、
す
み
や
か
に
避
難

・
避
難
の
際
の
荷
物
は
最
小
限
に

・
家
を
出
る
時
に
は
、
火
元
や
ガ
ス
の

　

元
栓
、
戸
締
り
を
確
認

■ 西和賀町職員募集
　町は、薬剤師、臨床検査技師各１名と保育士、看護師若干名を採用し
ます。
条件／①保育士：平成26年4月1日現在で30歳未満の人
　　　②保育士以外の職種：平成26年4月1日現在で40歳未満の人
受験資格／各免許取得者（来年3月31日資格取得見込を含む）　
申込方法／申込書に必要書類を添えて総務課に提出（申込書は総務課・
町民課で配布するほか、町ホームページからもダウンロードできます）
申込期限／11月８日(金)
１次試験日／11月23日（土）
１次試験会場／西和賀町役場湯田庁舎
◆問い合わせ先／総務課　☎82-3281　

■ 平成25年度除雪作業員募集
　町は、次のとおり除雪作業員を募集します。
作業内容／除雪機械の運転、除雪作業時の車両誘導など
応募資格／昭和23年4月2日以降に生まれた人で心身
共に健康な人
従事期間／平成25年12月中旬～平成26年3月中旬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（予定）
応募書類／申込書（建設課で配布するほか町のホー
ムページからもダウンロードできます）、履歴書、
自動車運転免許証等の写し、健康診断書（集団検診
結果表の写しも可）※詳細は申込前に確認してくだ
さい
申込締切／10月4日（金）
◆申し込み・問い合わせ先／建設課　☎82-3288　

■ 生活支援ハウス利用申込み受付開始
　町は、生活支援ハウス「悠々館」「かたくりの園」
の利用申込みの受付を開始します。
対象／おおむね65歳以上の1人暮らしや高齢者夫婦
世帯などで、常時の介護は必要としないが、高齢等
のため独立して生活することに不安があると認めら
れる人
申込締切／10月10日（木）
◆申し込み・問い合わせ先／保健福祉課（沢内庁舎）
　☎85-3412、地域包括支援センター　☎85-3137、
　悠々館　☎84-2161

■ 広報にしわが編集委員募集
　「広報にしわが」の発行は、編集委員会を設けて
合議制で発行しています。現委員の任期満了に伴い、
次のとおり広報編集委員を募集します。
募集数／４人
任期／平成25年11月1日から2年間
職務の内容／月2回の編集会議（平日の日中）の出席、
そのほか広報発行に必要な会議への出席など
応募条件／①会議に出席できる人②20歳以上の健康な人
申込期限／10月11日（金）
その他／①年齢や職業を、地区などを考慮し選考しま
す②編集会議は湯田庁舎で行ないます
◆申し込み・問い合わせ先／総務課　☎82-3281

■ 芸術文化祭出展作品募集
　町と町芸術文化協会では、11月１日㈮から３日㈰
にかけ、第８回芸術文化祭を銀河ホールで開催します。
　芸術文化祭はステージ部門と展示部門で構成され
ますが、現在、展示部門への出展作品を募集してい
ます。テーマは自由です。どんどんお寄せください。
募集作品／【美術部門】絵画、彫刻、工芸、書道、
写真など【文芸部門】詩、短歌、俳句、川柳など
申込方法／作品に地区名、氏名、題名を明記し、銀
河ホールか学務課まで作品を持参してください。ま
た生涯学習課へご相談いただければ直接お借りしに
うかがいます。
※全ての作品は芸術文化祭終了後にお返しします
◆申し込み・問い合わせ先／生涯学習課　☎82-3240

町から
各種募集の
お知らせ

町から
各種募集の
お知らせ
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日頃の運転状態をチェック シルバー運転者講習会

　９月９日、沢内バーデンで北上地方交通安全協会沢内支会（加藤保典
会長・新町）が主催するシルバー運転者講習会が行なわれ、関係者など
約20人が参加して行われました。
　講習会は、北上警察署員の指導のもと、60歳以上の運転者が日頃の運
転状態のチェックや学科問題で交通ルールの確認など、これからも安全
に運転していくために行なわれました。実際にパソコンに映し出された
走路をハンドルやクラッチを使い、シュミレーションを行なったほか、
酒酔い状態を再現したゴーグルを装着し歩行したり、特殊な双眼鏡で反
射材がどのくらい光るかを確認したりしました。
　参加者は、今後の運転時に役立てようと真剣に取り組んでいました。

みんなでみんなの命を守る 泉沢地区で自主防災訓練

　８月25日、泉沢防災会（会長・田中正彦区長）が主催する自主防災訓
練が泉沢公民館で行われました。
　訓練は、真昼岳付近で震度６強の地震が発生し、家屋倒壊などの被害
が発生したとの想定で行われ、災害対策本部を設置後、消防団が出動し
地区内を巡回。住民に緊急で避難するよう広報を行いました。避難所に
はおよそ100人が集まり、各班ごとに安否確認が行われました。その
後、担架による救護訓練や放水訓練、ハイゼックス袋を使った炊き出し
訓練などが行われました。
　西和賀消防署員の指導のもと、災害時に想定される体制の確立が図ら
れました。

　９月２日、沢内小学校で着衣水泳の授業が行なわれ、万が一、水難
事故にあった場合の対処法を学びました。
　当日は５、６年生約40人が普段着のままプールに入りました。初め
に歩行や遊泳を体験した児童らは「足におもりをつけているみたい」
「うまく泳げない」と戸惑いを見せていましたが、服に空気を送り仰
向けになる方法や買い物袋やペットボトルを浮き輪代わりに水に浮く
方法を教わると、ほとんどが上手に浮くことができました。
　沢内小学校では、プール授業の最終日に合せて着衣水泳を行なって
おり、児童らは予期せぬ災害や事故の場合、溺れている人も助けに行
く人も慌てず行動をとることを学びました。

地域づくりを学び復興へつなげる 唐丹漁協女性部（釜石市）と交流
とう　 に

水難事故はこうして防ぐ 沢内小児童が着衣水泳体験

担架を使っての救護訓練

慌てずに行動することが大切です

ざぜん草の会自慢の味を堪能しました

真剣な眼差しでハンドルを握ります

　９月１日、釜石市の唐丹漁協女性部員31人が本町を訪れ、左草地区の
ざぜん草の会との交流会がゆう星館で行われました。
　この交流会は、今年３月に行なわれた「西和賀まちづくりシンポジウ
ム」に同漁協女性部員が参加したのをきっかけに行なわれ、震災からの
復興を模索する中で、豪雪や過疎化の課題を抱えながら地域づくりに取
り組む様子を学ぼうと企画されました。
　当日は、交流の架け橋となった町ゼネラルマネジャーの志村尚一さん
の講演や意見交換会などを行なった後、昼食で「納豆汁」や饅頭「湯田
地慢」などを堪能しました。参加者らは、互いの課題を理解するとも
に、今後も問題解決に向け協力していくことを誓っていました。
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「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
」
季
節
感
が
今

ひ
と
つ
。
特
別
警
報
や
ら
、
過
去
に
経

験
が
な
い
程
の…

と
な
れ
ば
身
の
処
し

方
も
難
し
い
。
９
月
16
日
、
横
手
市
の

男
性
（
75
歳
）
が
山
菜
取
り
の
た
め
、

南
本
内
岳
方
面
へ
入
山
し
不
明
と
な
っ

て
い
る
（
18
日
現
在
）
。
北
上
警
察
署
、

西
和
賀
消
防
署
、
西
和
賀
町
消
防
団
員

皆
様
に
は
、
自
身
の
安
全
を
確
保
の
上

の
捜
索
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
町
内
８
箇
所
の
敬
老
会
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
地

区
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
和
賀
町
は
、
高
齢
化
率
が
（
65
歳
以

上
）
44
・
１
％
で
岩
手
県
内
で
最
も
高

い
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
化
は

大
き
い
課
題
で
す
が
、
高
齢
者
が
多
い

こ
と
は
〝
町
の
誇
り
〞
で
す
。
健
康
で

い
か
に
長
生
き
す
る
か
が
人
生
の
目
標

で
し
ょ
う
。
天
下
国
家
に
向
か
っ
て
、

大
い
な
る
先
進
事
例
を
示
さ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
老
人
ク
ラ
ブ
各
位
に
は
、『
若

い
者
に
は
負
け
な
い
〜
俺
（
私
）
の
ひ

と
技
』
等
リ
ス
ト
を
お
願
い
で
き
れ
ば

と
。
ぜ
ひ
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。
も
う
一
度
花
咲
か
せ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

来
る
10
月
12
、
13
日
は
第
10
回
錦
秋

湖
５
０
０
歳
野
球
大
会
で
す
。
横
手
市

や
北
上
市
の
、
お
な
じ
み
に
な
り
つ
つ

あ
る
面
々
と
の
交
流
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。
歳
に
相
応
し
い
プ
レ
ー
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
自
分
は
今
年

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
〝
若
手
〞
に
譲
り
、

名
実
共
に
、
応
援
団
（
宴
会
要
員
？
）

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
め
げ
ず

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

９
月
14
日
に
役
場
職
員
10
人
で
、
盛

岡
市
で
開
催
さ
れ
た
『
感
動
大
学
』（
又

川
俊
三
先
生
主
宰
）
に
参
加
し
研
修
し

て
き
ま
し
た
。
ス
キ
ー
事
故
で
「
一
生

寝
た
き
り
」
と
宣
告
さ
れ
、
自
殺
未
遂

ま
で
し
た
中
学
校
の
体
育
教
師
（
腰
塚

勇
人
氏
）
が
、
家
族
や
生
徒
の
応
援
と
、

感
謝
の
心
に
よ
り
、
奇
跡
の
復
活
を
遂

げ
る
体
験
談
「
命
の
授
業
」
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
場
で
購
入
し
た
本
に
、
腰

塚
先
生
か
ら
『
命
が
喜
ぶ
５
つ
の
誓
い
』

と
サ
イ
ン
い
た
だ
き
ま
し
た
。
著
書
の

中
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
１
「
口
」
は…

人
を
励
ま
す
言

葉
や
、
感
謝
の
言
葉
を
言
う
た
め
に
使

お
う…

ま
ず
は
、
自
分
の
普
段
の〝
口
〞

を
反
省
し
て
み
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
な

く
て
は
と
学
ん
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　

感
謝

NISHIWAGA－2013.09.

か
た
く
り
日
記

か
た
く
り
日
記

平
成
25
年
9
月

（丸数字は順位。敬称略 総務課調べ）スポーツ結果スポーツ結果スポーツ結果
◆第48回全国高等専門学校体育大会
（8月18日、19日・福島県いわき陸上競技場）
【男子】▼4×400ｍリレー⑦一関工業高等専門学校3分28秒
76（為田桂太郎2年・新町・１走で出場）

◆第24回岩手県小学生バドミントン大会
　兼第19回東北小学生バドミントン大会岩手県予選会
（8月25日・花巻市総合体育館）
【女子】▼4年シングル③田中涼音　東北大会出場

◆2013北上・和賀地区中学校水泳大会
（8月25日・北上市民展勝地プール）（8位までの入賞）
【男子】▼50ｍ平泳ぎ⑤南川陸登（湯田１年）43秒25▼100
ｍ平泳ぎ⑦南川陸登１分34秒18▼50ｍ背泳ぎ⑦高橋幸都（湯
田１年）50秒03
【女子】▼50ｍ平泳ぎ⑧佐々木瑠海（沢内１年）54秒51

◆第46回和賀地区中学校駅伝継走大会
（8月27日・北上総合運動公園陸上競技場）（8位までの入賞）
【男子】⑥沢内中学校Ａ（北村直輝3年・佐々木康明3年・
田中光平１年・北村大吾3年・高橋大海3年・北村竜二3年）
１時間03分59秒

◆第49回和賀地区中学校陸上競技大会
（9月１日・北上総合運動公園陸上競技場）（8位までの入賞）
【男子】▼総合⑦沢内中学校48点▼2年100ｍ②米澤康太郎
（沢内）12秒47③丹波亜也人（沢内）12秒47▼3年100ｍ②
髙橋陽向（沢内）11秒73▼共通200ｍ①髙橋陽向24秒32④髙
橋大輝（湯田3年）25秒24▼共通400ｍ⑥高橋航太（沢内3
年）59秒16⑧高橋大海（沢内3年）59秒47▼１年1500ｍ②田
中光平（沢内）4分37秒69④髙橋裕雅（湯田）4分53秒40
▼共通3000ｍ⑧北村直輝（沢内3年）10分22秒59▼共通110
ｍＨ⑦高橋大海19秒55▼低学年4×400ｍリレー⑦沢内中学
校（髙橋昂也１年・丹波亜也人・

新田真央１年・米澤康太郎）52秒70▼共通4×400ｍリレー⑤
沢内中学校（高橋大海・髙橋陽向・小松雄飛3年・高橋航太）
49秒33
【女子】▼低学年4×400ｍリレー⑧沢内中学校（佐々木瑠海
１年・新田千鶴2年・小森未羽１年・岩井マキ2年）59秒66

◆第33回岩手マスターズ陸上競技選手権大会
（9月１日・一関運動公園陸上競技場）
【Ｍ50】▼1500ｍ①山﨑浩行（湯本）5分22秒94▼5000ｍ②
山﨑浩行
【Ｗ50】▼80ｍＨ①土井政江（長瀬野）19秒02

◆第64回岩手県高等学校新人陸上競技大会
（9月6～9日・岩手県営陸上競技場）（8位までの入賞）
【男子】▼400ｍ③高橋佑哉（黒沢尻工高2年・猿橋）50秒43
▼5000ｍ競歩③吉田雅昂（西和賀高2年・若畑）24分08秒46
▼やり投③髙橋洋輝（西和賀高2年・猿橋）47m68▼4×400
ｍリレー⑤黒沢尻工高3分28秒64（高橋佑哉4走で出場）
【女子】▼5000ｍ競歩②尾形美優（北上翔南高2年・川尻）
28分11秒39

◆第89回志賀来ドーム愛好会ゲートボール大会
（9月6日、志賀来ドーム）
①藤原の里（奥州市）4勝②槻沢3勝１敗（南川賢一、南川
真喜子、竹沢房子、小林ハツエ、高橋ミヤノ）②アイリス（花
巻市）3勝１敗④あすなろ（北上市）3勝１敗⑤笠松（北上
市）3勝１敗⑥竜馬（美郷町）3勝１敗⑦才の羽々（北上市）
2勝2敗⑧弁天・前郷2勝2敗⑨新町・鍵飯2勝2敗⑩大豊
（北上市）2勝2敗⑪こまち（横手市）１勝3敗⑫川尻１勝
3敗⑬猿橋１勝3敗⑭旭ヶ丘（北上市）0勝4敗⑮さくら0
勝4敗（同勝敗の順位は得失点差による）
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「みんなのページ」は、
皆さんからの情報や
お便り、旬の情報を

紹介していくコーナーです。

〜
に
し
わ
が
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
か
ら
〜

『
西
和
賀
町
の
絶
品
ス
イ
ー
ツ
!!
』

みんなの
ページ
みんなの
ページ

　

私
は
「
濃
厚
な
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
飲
ん

で
い
そ
う
！
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
濃
い
見
た

目
な
の
で
す
が
、
実
は…

大
の
甘
党
で
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
は
苦
く
て
飲
め
ま
せ
ん

…

。

　

そ
の
私
が
最
近
ハ
マ
っ
て
い
る
も
の
が

「
わ
ら
び
餅
」
。
某
大
手
メ
ー
カ
ー
で
も

「
わ
ら
び
餅
」
を
売
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
そ

れ
で
好
き
で
し
た
。
あ
る
時
、
西
和
賀
町
へ

遊
び
に
行
き
、
わ
ら
び
餅
が
売
ら
れ
て
い
る

の
を
発
見
！
さ
っ
そ
く
購
入
し
て
食
べ
て
み

た
ら
、
西
和
賀
の
わ
ら
び
餅
は
別
格
で
し
た
。

つ
る
っ…

モ
チ
モ
チ…

口
の
中
で
広
が
る
食

感
は
最
高
！
深
い
味
わ
い
で
、
餅
自
体
が
ほ

ん
の
り
甘
く
て
お
い
し
い
！
お
値
段
の
違
い

に
も
納
得…

で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
一
口

食
べ
「
う
ま
っ
っ
！
何
だ
コ
レ
！
」
と
絶
賛

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

特
に
も
子
ど
も
た
ち
が
気
に
入
っ
た
の
が
、

中
に
抹
茶
ク
リ
ー
ム
と
黒
蜜
の
入
っ
た
「
雪

ほ
た
る
」
と
い
う
わ
ら
び
餅
。
あ
っ
と
い
う

間
に
一
箱
カ
ラ
に
な
り
ま
し
た
。

　

他
の
味
も
あ
る
の
か
し
ら…

？
と
ネ
ッ
ト

検
索
す
る
と
、
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
菓

子
店
ご
と
に
い
ろ
ん
な
「
わ
ら
び
餅
」
が
！

こ
れ
は
西
和
賀
町
に
赴
き
、
ぜ
ひ
制
覇
し
な

け
れ
ば
!!
と
思
い
ま
し
た

　

西
和
賀
の
わ
ら
び
餅
フ
ァ
ン
と
し
て
は
、

も
っ
と
身
近
に
購
入
で
き
る
お
店
が
増
え
て

く
れ
た
ら
な…

と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
を

西
和
賀
フ
ァ
ン

に
な
る
き
っ
か

け
を
つ
く
っ
て

い
た
だ
い
た
友

人
に
感
謝
し
、

更
な
る
西
和
賀

の
魅
力
を
数
多

く
の
方
々
に
Ｐ

Ｒ
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

北
上
市
在
住

佐
藤　

真
弘
さ
ん

　

平
成
元
年
に
、
旧
沢
内
村
村
制
施
行
百
周

年
を
祈
念
し
て
、
さ
わ
う
ち
太
鼓
「
百
年
座
」

が
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
当
時
、
ふ
る
さ
と

創
生
基
金
に
よ
り
、
全
国
に
数
多
く
の
創
作

太
鼓
の
団
体
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
、

我
々
も
そ
の
中
の
一
団
体
と
し
て
、
何
と
し

て
で
も
他
に
な
い
西
和
賀
ら
し
い
新
し
い
伝

統
芸
能
に
築
き
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
今
思
え
ば
「
他
の
団
体
に
負
け
た
く
な

い
！
」
と
い
う
気
持
ち
が
、
今
日
ま
で
や
っ

て
こ
れ
た
原
動
力
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

25
年
と
い
う
長
い
年
月
の
間
に
は
、
数
多

く
の
語
り
つ
く
せ
な
い
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
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た
。
ば
ち
も
握
っ
た
こ
と
も
な
い
、
音
楽
の

才
能
も
あ
る
訳
の
な
い
我
々
は
、
何
を
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
さ
え
ま
っ
た
く
検

討
の
つ
か
な
い
毎
日
で
し
た
。
幸
い
、
藤
沢

清
美
先
生
と
い
う
情
熱
的
で
、
な
お
か
つ
厳

し
い
良
き
指
導
者
に
恵
ま
れ
た
こ
と
、
都
南

太
鼓
保
存
会
、
田
代
太
鼓
振
興
会
、
佐
比
内

金
山
太
鼓
保
存
会
、
川
西
天
間
太
鼓
保
存
会

の
姉
妹
会
の
仲
間
に
出
会
え
た
こ
と
、
そ
し

て
、
個
性
も
ス
タ
イ
ル
も
独
特
な
岩
手
県
太

鼓
連
盟
の
み
な
さ
ん
に
出
会
え
た
こ
と
で
、

私
た
ち
も
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

太
鼓
と
い
う
素
朴
で
あ
り
な
が
ら
、
何
か

底
知
れ
な
い
、
奥
の
深
い
魅
力
に
惹
か
れ
た

私
た
ち
が
、
週
２
回
ト
レ
セ
ン
に
集
ま
り
、

太
鼓
に
向
か
う
こ
と
で
何
か
が
変
わ
っ
て
き

た
の
は
確
か
な
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
子
供
太
鼓
も
含
め
座
員
12
人
、
週

２
回
太
鼓
に
向
か
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
無
事
に
25
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
何
よ
り
も
町
民
の
皆
様
を
は

じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
や
励
ま
し
に

よ
る
も
の
と
、
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

現
在
ま
で
、
回
数
に
し
て
３
０
０
回
以
上

の
出
演
、
そ
の
中
で
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
、

西
和
賀
の
す
ば
ら
し
さ
を
創
作
曲
「
い
の
ち

の
鼓
動
」
で
表
現
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

今
後
も
、
常
に
目
標
を
大
き
く
持
ち
、
妥
協

す
る
こ
と
な
く
「
新
し
い
伝
統
芸
能
の
創
作

を
目
指
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
心

に
響
く
太
鼓
を
打
て
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

　

10
月
13
日
に
は
、
銀
河
ホ
ー
ル
で
さ
わ
う

ち
太
鼓
「
百
年
座
」
25
周
年
記
念
演
奏
会
を

行
な
い
ま
す
。
是
非
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

さ
わ
う
ち
太
鼓
百
年
座
座
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
澤　
　

裕
（
新
町
）

子ども達も西和賀町が大好きです

『
さ
わ
う
ち
太
鼓「
百
年
座
」
25
周
年
』



　

全
国
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
10
年
以
降
連

続
し
て
3
万
人
を
超
え
、
交
通
事
故
死
の
6

倍
以
上
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
自
殺
は
、
個
人
の
問
題
と
考
え

が
ち
で
し
た
が
、
今
は
適
切
な
支
援
に
つ
な

げ
る
こ
と
に
よ
り
避
け
る
こ
と
が
可
能
な
死

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
代
社
会
で
は
、

誰
も
が
こ
こ
ろ
の
健
康
を
損
な
う
可
能
性
が

あ
り
、
自
殺
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
身
近

な
問
題
で
す
。
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、

不
眠
・
原
因
不
明
の
体
調
不
良
な
ど
自
殺
の

キ
ケ
ン
を
示
す
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
近
く
に
い
る
人
が
、
い
つ
も
と

違
う
感
じ
で
悩
ん
で
い
る
よ
う
な
様
子
に
気

づ
い
た
と
き
は
、
声
を
か
け
、
じ
っ
く
り
話

を
聞
い
て
、
必
要
に
よ
り
周
囲
の
人
や
相
談

機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
・
問
合
先
／
●
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ

　

イ
ン
（
24
時
間
対
応
）
☎
0
1
2
0-

2
7

 

9-

2
2
6
●
岩
手
県
精
神
保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
☎
0
1
9-

6
2
9-

9
6
1
7

　

●
岩
手
県
中
部
保
健
所
☎
0
1
9
8-

2

 

2-

4
9
2
1
●
保
健
福
祉
課
☎
85
3
4

 

1
1
（
Ｉ
Ｐ
電
話
も
同
じ
）

　

中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
次

代
に
伝
え
た
い
、
食
の
匠
の
技
講
習
会
」
を

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

●
日
時
／
10
月
4
日
㈮
13
時
30
分
〜

●
対
象
／
町
内
在
住
の
20
〜
40
代
の
方
（
男

　

女
問
わ
ず
）

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
ゆ
う
星
館
（
左
草
）

●
講
師
／
岩
手
県
食
の
匠

高
橋
節
子
さ
ん
（
川
尻
）

●
内
容
／
西
和
賀
町
に
伝
わ
る「
笹
ゆ
べ
し
」

　

な
ど
を
学
び
ま
す
（
実
習
あ
り
）

●
参
加
費
／
5
0
0
円

●
申
込
締
切
／
9
月
30
日
㈪

●
申
込
・
問
合
先
／
中
央
農
業
改
良
普
及
セ

　

ン
タ
ー　

☎
0
1
9
7-

6
8-

4
4
6
4

　
　
　
　
　

℻
0
1
9
7-

6
8-

4
4
7
4

　　

毎
年
5
月
5
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら

1
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」
と
定
め
て
、

児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の

各
種
行
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
26

年
度
の
児
童
福
祉
週
間
に
向
け
て
、
そ
の
象

徴
と
な
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、（
一
財
）こ
ど
も
未
来
財
団
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
御
参
照
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
／
9
月
2
日
㈪
〜
10
月
21
日
㈪

●
募
集
内
容
／
元
気
で
頑
張
る
子
ど
も
た
ち

　

を
応
援
す
る
標
語
や
未
来
に
向
け
て
の
子

　

ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
標
語

●
問
合
先
／（
一
財
）こ
ど
も
未
来
財
団
☎
0

 

3-

5
5
1
0-

1
8
3
3〈
Ｈ
Ｐ
〉http:

　

//w
w
w
.kodom

om
iraizaidan.or.jp/

　

法
務
局
で
は
、
所
掌
し
て
い
る
業
務
に
関

し
て
、
み
な
さ
ん
の
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と

に
お
答
え
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
休
日
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

●
日
時
／
10
月
6
日
㈰
10
時
〜
16
時

●
開
設
場
所
／
盛
岡
地
方
法
務
局
花
巻
支
局

　

の
ほ
か
県
内
の
本
局
お
よ
び
支
局

●
相
談
内
容
／
登
記
、
相
続
、
戸
籍
、
国
籍
、

　

供
宅
、
家
庭
問
題
、
近
隣
問
題
、
い
じ
め
・

　

差
別
問
題
、
そ
の
他
困
り
ご
と
全
般
。
相

　

談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘

　

密
厳
守
し
ま
す

●
問
合
先
／
盛
岡
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
0
1
9-

6
2
4-

9
8
6
1

　

岩
手
県
立
西
和
賀
高
等
学
校
で
は
、
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
次
の
と

お
り
「
学
校
へ
行
こ
う
週
間
」
を
行
な
い
ま

す
。
期
間
中
は
授
業
参
観
、
部
活
動
や
特
別

活
動
、
施
設
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
期
間
／
9
月
30
日
㈪
、
10
月
1
日
㈫
〜
3

　

日
㈭
、
6
日
㈰
の
5
日
間

●
時
間
／
10
時
〜
16
時

●
そ
の
他
／
10
月
6
日
㈰
は
文
化
祭
「
西
高

　

祭
」（
9
時
30
分
〜
15
時
30
分
）
を
行
な

　

い
ま
す
。

●
問
合
先
／
西
和
賀
高
等
学
校☎

84
2
8
0
9

　

湯
本
室
内
温
泉
プ
ー
ル
で
は
次
の
と
お
り

健
康
づ
く
り
教
室
を
行
な
い
ま
す
。

●
日
時
／
9
月
28
日
㈯10

時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所
／
湯
本
室
内
温
泉
プ
ー
ル

●
料
金
／
5
0
0
円

（
プ
ー
ル
使
用
料
・
飲
み
物
代
含
む
）

●
対
象
／
男
女
年
齢
問
わ
ず

●
定
員
／
30
人

●
持
ち
物
／
水
泳
帽
子
・
水
着
・
タ
オ
ル
等

●
講
師
／
佐
々
木
克
也
先
生
（
国
際
ア
ク
ア

　

ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
申
込
・
問
合
先
／
湯
本
室
内
温
泉
プ
ー
ル

　

☎
82
3
7
9
4

　

町
観
光
協
会
で
は
、
町
の
魅
力
を
伝
え
る

た
め
、
四
季
ご
と
の
案
内
マ
ッ
プ
「
西
和
賀

ぶ
ら
り
旅
」
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
マ
ッ
プ

に
は
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
写

真
の
中
か
ら
四
季
ご
と
に
10
点
を
選
ん
で

掲
載
い
た
し
ま
す
。「
ど
こ
に
も
無
い
四
季

と
湯
の
里
」
西
和
賀
ら
し
い
「
他
に
は
な

い
!
」「
こ
の
場
所
を
是
非
見
て
ほ
し
い
!
」

と
い
う
写
真
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
、「
秋
」
の
部
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
／
年
齢
、
経
験
（
プ
ロ
・
ア
マ
）

　

は
問
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
方
法
／
①
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
写
真
デ
ー

　
タ
で
の
応
募（
携
帯
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

　

も
応
募
可
）②
プ
リ
ン
ト
写
真
で
の
応
募

※
応
募
方
法
や
規
格
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切
／「
秋
」
の
部
（
9
〜
11
月
）

　

11
月
25
日
㈪

●
そ
の
他
／
写
真
は
そ
の
場
所
の
ス
ポ
ッ
ト

　

写
真
で
あ
り
、コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先
／
西
和
賀
町
観
光
協
会

☎
81
1
1
3
5

●
西
和
賀
町
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
／

　

http://w
w
w
.yam

anoideyu.com
/

自
殺
対
策
強
化
月
間

「
児
童
福
祉
週
間
」
標
語
募
集

法
務
局
休
日
相
談
所

学
校
へ
行
こ
う
!

西
和
賀
高
校
学
校
公
開

「
西
和
賀
ぶ
ら
り
旅
」
写
真
募
集

健
康
づ
く
り
教
室

そ
の
他

役
場
か
ら
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食
の
匠
の
技
講
習
会

国
や
県
か
ら



　

北
上
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
で
は
、
平

成
25
年
度
上
級
救
命
講
習
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す

●
日
時
／
10
月
19
日
㈰8

時
50
分
〜
17
時
30
分

●
場
所
／
北
上
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
北
上
市
常
盤
台
二
丁
目
1
番
63
号
）

●
内
容
／
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法

　

等
●
受
講
料
／
無
料

●
対
象
／
北
上
市
ま
た
は
西
和
賀
町
に
勤
務
、

　

在
学
も
し
く
は
居
住
す
る
中
学
生
以
上
の
人

●
定
員
／
40
人

●
申
込
期
限
／
10
月
11
日
㈮
（
定
員
に
な
り

　

次
第
締
め
切
り
）

●
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、食
品
用
ラ
ッ
プ（
幅

　

30
㎝
程
度
の
も
の
）、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、

　

昼
食

●
申
込
・
問
合
先
／

　

北
上
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課

☎
0
1
9
7-

6
5-

5
1
7
6

　

富
士
大
学
で
は
、
次
の
と
お
り
学
園
祭
を

行
な
い
ま
す
。

●
日
時
／
10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰10

時
〜
16
時

●
会
場
／
富
士
大
学

●
内
容
／
ケ
ラ
ケ
ラ
に
よ
る
無
料
ラ
イ
ブ
、

　

ビ
ン
ゴ
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ゼ
ミ
の
模
擬

　

店
・
展
示
な
ど

●
問
合
先
／
富
士
大
学
紫
陵
祭
実
行
委
員
会

　

☎
0
1
9
8-

2
2-

4
5
0
7

　

路
線
バ
ス
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
車

を
運
転
で
き
な
い
人
に
と
っ
て
、
通
院
や
買

い
物
に
利
用
で
き
る
大
切
な
交
通
手
段
の
一

つ
で
す
。
し
か
し
、
年
々
利
用
者
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
、
県
、
町
が
赤
字
路
線
の
運
行

経
費
の
一
部
を
バ
ス
事
業
者
に
補
助
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
利
用
者
が
減
少
す
る
こ
と
で

補
助
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
、
補

助
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
路
線
の
廃
止
、
再
編

が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
公

共
交
通
を
維
持
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
買
い
求
め
・
問
合
先
／
岩
手
県
交
通
㈱

　

湯
本
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
☎
84
2
3
1
1

項　　目
転　　　入
転　　　出
出　　　生
死　　　亡
人　　　口
男
女

世　帯　数

（　）は1月からの累計

物損 人身 負傷 死亡 飲酒区分
実数
累計

7 1
（6）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

火災・救急の状況

実　　数 前月との比較※掲載を希望しないこともできます。届け出の際にお申し付けください。
（敬称略） 8月16日～9月15日受付分戸籍の窓戸籍の窓戸籍の窓

（8月分）

交通事故の状況 （8月分）

住民の動き （8月分）

（114）
（　）は1月からの累計

交　通 急　病
救急出場件数

火災出場件数

区分

区分

件数

人員
搬送

合計
その他

（9件）
1件

件数 0件

（11人）
2人

（88件）
8件

（79人）
7人

（97件）
13件

■救急

■火災

（90人）
12人

（194件）
22件

（180人）
21人

＋
－
＋
－
＋
＋
＋
－

12
8
4
5

6，486
3，028
3，458
2，423

（5件）

4
4
3
4
2
1
1
2

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す

8月17日

8月19日

8月31日

9月 4日

9月13日

9月14日

9月15日

（68歳）

（88歳）

（87歳）

（75歳）

（85歳）

（70歳）

（87歳）

藤　澤　市　郎

近　藤　武　雄

有　馬　チ　ヤ

佐々木　庄　嗣

中　山　ア　サ

刈　田　奉　文

菅　原　忠　男

湯　田

太　田

川　舟

川　舟

川　舟

太　田

川　尻

ご 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

平　澤　智　輝

深　澤　愛依紗

戸　巻　結　真

髙　橋　つばさ

（男）

（女）

（男）

（女）

和　行

純　一

守　

太　樹

泉　沢

川　舟

大　野

川　尻

ともき

あいしゃ

ゆうま
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平
成
25
年
度
上
級
救
命
講
習

路
線
バ
ス「
山
伏
線
」（
ほ
っ
と
ゆ
だ
駅

〜
盛
岡
バ
ス
セ
ン
タ
ー
）の
ご
利
用
を

第
47
回
富
士
大
学
紫
陵
祭

※運賃は、上限1,000円でご利用いただけます。

13:15

14:01

14:02

15:30

 9:35

10:21

10:22

11:50

 6:25

 7:11

 7:12

 8:40

「盛岡バスセンター～ほっとゆだ駅」

「ほっとゆだ駅～盛岡バスセンター」
＜時刻表＞

※事業期間：10月1日～9月30日

バスカードのご案内

ほっとゆだ駅発

八 ツ 又

若　　畑

盛岡バスセンター

運賃(円)

  980

1,000

1,000

17:25

17:48

18:46

19:40

 9:55

10:18

11:16

12:10

13:25

13:48

14:46

15:40

盛岡バスセンター発

イオンモール盛岡

貝　　沢

ほっとゆだ駅

運賃(円)

  250

1,000

1,000

割引額(円)

100

300

700

利用金額(円)

1,100

3,300

5,700

発売額(円)

1,000

3,000

5,000

年度 ※

Ｈ24

補助金額(円)

12,373,000

補助金額（国・県）〈参考〉
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に
し
わ
が

に
し
わ
が　

再　
発
見
発
見

に
し
わ
が　

再　
発
見

「
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
」

編集後記

広報編集委員が町内を駆け回り、「にしわが」の今をお伝えします。

　私たちは年を重ねても、欲張り挑戦を忘れず、仲間を思いやり、支えあいの心を持ち私達
のできることを元気に楽しくをモットーに家族、地域から好かれる昔の若者・乙女でありた
い。年老いて、髪の毛が薄くなっても、白髪になっても、腰が曲がっても、耳が遠くなって
も、しわが増えても笑顔を忘れない人は一生素敵です。   　　　　　（文・高橋正夫会長）

　短かった夏も終わり、芸術の秋を向かえています。ここ数年、ゆっくりじっくり芸術鑑賞する機会がありません。
芸術に接するのは仕事がらみがほとんどで、仕事だと紙面の掲載をイメージするので、内容はさておいて写真を撮り
まくってしまいます。今秋は食欲より、芸術の秋で心を癒したいものです。　　　　　　　　　広報担当　東　清彦

湯田中舘会

　

朝
晩
の
気
温
が
下
が
り
、
野
山
が
少
し
ず
つ
秋
の
装

い
へ
と
変
わ
り
始
め
た
９
月
初
旬
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン

ボ
生
息
地
貝
沢
野
の
湿
原
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

　

も
う
す
で
に
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
は
見
ら
れ
な
い

季
節
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
湿
地
の
草
ワ
ラ
あ
ち
こ
ち

に
咲
く
、
ひ
と
際
目
立
つ
青
紫
の
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
の
花

に
し
ば
ら
く
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
こ
か
サ
ギ

ソ
ウ
を
思
わ
せ
る
花
の
形
は
印
象
的
で
、
私
の
好
き
な

山
野
草
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
日
増
し
に
色
濃
く
な
る
西
和
賀
の
秋
を
、

み
な
さ
ん
も
散
策
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

（
広
報
編
集
委
員　
　

赤
石　

百
合
子
）

町内で様々な活動をしているグループ、個人を紹介していきます。

会長　高橋　正夫 さん

（
広
報
編
集
委
員

赤
石

百
合
子
）

vol.2


